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(54)【発明の名称】 超音波探触子

(57)【要約】
【課題】  患者に不安感を抱かせないように、ウィンド
ウ部を不透明する必要があるが、カップリング液に気泡
が生じた場合、外部から確認できず、画像に影が発生
し、診断精度が低下する。
【解決手段】  ウィンドウ部１０２が透明である状態
で、カップリング液１０３内に気泡がないことを確認
し、不透明な状態に変えて超音波診断を可能とするもの
である。ウィンドウ部に紫外線を照射することによって
透明から不透明へと変化する樹脂を使用する他に、樹脂
に代えて電圧を印加している間透明となる液晶を配して
気泡の存否を確認できるように為すことや結晶・非晶
（不透明・透明）の相変化物質を用いることから可視・
不可視の制御が可能な超音波探触子１００が得られる。



(2) 特開２００１－３３３９０８

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波と電気信号を相互に変換し得るト
ランスデューサと、前記トランスデューサの位置を制御
する駆動系と、前記トランスデューサと前記駆動系を内
包し超音波を透過するウィンドウと、前記ウィンドウ内
に充填され、前記トランスデューサからの超音波を減衰
なく、前記ウィンドウに伝達するカップリング液とを具
備し、前記ウィンドウに紫外線を照射することによって
透明から不透明へと変化する樹脂によって構成した事を
特徴とする超音波探触子。
【請求項２】  請求項１記載の超音波探触子において、
ウィンドウを一部透明とし、他の部分を不透明とし、前
記透明部分に液晶を形成し、前記液晶部分に電圧を印加
して液晶を透明にする事を特徴とする超音波探触子。
【請求項３】  請求項１記載の超音波探触子において、
前記ウィンドウを透明樹脂により構成し、ウィンドウの
内面又は外面又はウィンドウ内部に、結晶相と非晶相と
の間を相変化する相変化物質の薄膜を形成する事を特徴
とする超音波探触子。
【請求項４】  請求項１記載の超音波探触子において、
前記ウィンドウを透明樹脂により構成し、ウィンドウの
内面にハーフミラーを形成し、前記ウィンドウ内部に光
源を具備した事を特徴とする超音波探触子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波を送受信し
て体内臓器の状態を観察・診断する超音波探触子に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】従来から、診断用の超音波探触子として
特許２８０７４０２号に記載されたものが知られてい
る。
【０００３】この機種では、図６に見られる通り、ウィ
ンドウ先端部に超音波伝達媒体を充填し、更に該先端部
を複数の封止部材により封止した構成である。従来の上
記超音波探触子では、患者に対して不安感を抱かせない
ように、ウィンドウ部を不透明にして、ウィンドウ内部
の機構部品を目視できない構成とする必要があった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところが、ウィンドウ
部を不透明にしている弊害として、超音波伝達媒体（カ
ップリング液）内部に気泡が混入した場合、外部から確
認できないので、カップリング液内に気泡が生じたと
き、超音波診断画像に影が発生し、診断精度が低下する
という問題があった。
【０００５】本発明は、ウィンドウ部が透明である状態
で、カップリング液内に気泡がないことを確認し、不透
明な状態に変えて超音波診断を可能とするウィンドウ部
を備える優れた超音波探触子を提供することを目的とす
るものである。
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【０００６】
【課題を解決するための手段】上記問題を解決するため
に本発明は、以下の様な構成をとる。
【０００７】請求項１記載の発明は、超音波と電気信号
とを相互に変換しうるトランスデューサと、前記トラン
スデューサの位置を制御する駆動系と、前記トランスデ
ューサと前記駆動系とを内包して超音波を透過するウィ
ンドウと、前記ウィンドウ内に充填され、前記トランス
デューサからの超音波を減衰せしめることなく、前記ウ
ィンドウに伝達するカップリング液とを具備するもので
ある。そして、請求項１の発明の特徴は、超音波探触子
の前記ウィンドウとして、紫外線を照射することによっ
て、透明から不透明へと変化する樹脂を用いて構成する
ものである。超音波探触子を生産する際は、ウィンドウ
内部が可視状態であり、超音波診断を実施する前に紫外
線を照射することにより、ウィンドウ内部を不可視とす
る事が可能となる。
【０００８】請求項２記載の発明は、請求項１記載の超
音波探触子において、ウィンドウの一部を透明とし、他
の部分を不透明とし、前記透明部分に液晶を形成し、前
記液晶部分に電圧を印加する事により液晶が透明となる
様に構成してある。このことにより、超音波診断時に
は、液晶部分に電圧を印加しないため、ウィンドウ内部
は不可視であり、超音波探触子の生産時には、必要に応
じて液晶部分に電圧を印加することにより、液晶部分が
透明となり、ウィンドウ内部が可視状態となる。
【０００９】請求項３記載の発明は、請求項１記載の超
音波探触子において、前記ウィンドウの内面又は外面又
はウィンドウ内部に、結晶相と非晶相との間を相変化す
る相変化物質からなる薄膜を形成して、前記相変化物質
を急冷することにより透明な非晶相となし、ウィンドウ
内部を可視とするか、又は、前記相変化物質を徐冷する
ことにより不透明な結晶相となし、ウィンドウ内部を不
可視とする。透明な非晶相の状態にある相変化物質は、
熱処理等の手段により結晶化せしめて不透明な状態に変
えることができる。
【００１０】請求項４記載の発明は、請求項１記載の超
音波探触子において、前記ウィンドウの内面にハーフミ
ラーを形成し、前記ウィンドウ内部に光源を具備したの
で、前記光源を点灯した場合には、ウィンドウ内部が可
視となり、前記光源を消灯した場合には、ウィンドウ内
部が不可視となる。
【００１１】以上により、超音波診断の際には、前記光
源を消灯する事により、ウィンドウ内部が不可視である
ので、患者に不安感を与える事がなく、一方超音波探触
子の生産時には光源を点灯することにより、ウィンドウ
内部を可視とすることができるので、カップリング液内
部に発生した気泡を容易に発見する事ができ、信頼性の
高い超音波探触子を得る事ができる。
【００１２】
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【発明の実施の形態】本発明の請求項１に記載の発明
は、超音波と電気信号を相互に変換しうるトランスデュ
ーサと、前記トランスデューサの位置を制御する駆動系
と、前記トランスデューサと前記駆動系を内包し超音波
を透過するウィンドウと、前記ウィンドウ内に充填さ
れ、前記トランスデューサからの超音波を実質的に減衰
することなく、前記ウィンドウに伝達するカップリング
液とを具備するものである。そして、前記ウィンドウと
して紫外線照射によって透明から不透明へと変化する樹
脂を構成の全部又は一部に用いるものである。この構成
によれば、生産時には、ウィンドウ内部を可視として、
カップリング液内に発生した気泡の発見を容易とし、カ
ップリング液内部に気泡が発生していないことを確認し
た後に、ウィンドウに紫外線を照射する事によってウィ
ンドウ内部を不可視とすることが可能となる。而して、
超音波診断時には、患者に不安感を与えず、超音波診断
を可能とする作用を有する。
【００１３】また、請求項２に記載の発明は、請求項１
記載の超音波探触子において、ウィンドウを一部透明と
し、他の部分を不透明とし、前記透明部分に液晶を形成
したものであり、超音波探触子の生産時には、前記液晶
部分に電圧を印加して液晶部分を透明とする事により、
ウィンドウ内部を可視として、カップリング液中に発生
した気泡の発見を容易とし、超音波診断時には、前記液
晶部分に電圧を印加しない事により、液晶部分を不透明
として、ウィンドウ内部を不可視とする作用を有する。
【００１４】また、請求項３に記載の発明は、前記ウィ
ンドウの内面又は外面又は、ウィンドウ内部に、ズズ、
セレン、テルル等の化合物からなる、結晶相と非晶相と
の間を相変化する物質の薄膜を形成したものである。一
方、前記相変化物質を加熱後急冷すれば非晶質となって
透明となり、ウィンドウ内部が可視状態となる。他方、
前記相変化物質を加熱後徐冷すれば結晶質となるので不
透明に至り、ウィンドウ内部が不可視になるという作用
を有する。
【００１５】また、請求項４に記載の発明は、前記ウィ
ンドウの内面にハーフミラーを形成し、前記ウィンドウ
内部に光源を具備したものであり、前記光源を点灯する
事により、ウィンドウ内部が可視となり、前記光源を消
灯する事により、ウィンドウ内部が不可視になるという
作用を有する。
【００１６】以下、本発明の実施の形態について、添付
図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】（実施の形態１）この実施の形態は、請求
項１に係る発明の具体例である。ウィンドウとして紫外
線照射によって透明から不透明へと変化する樹脂を用い
ている。生産された時には超音波探触子のウィンドウ内
部は透明で可視状態にあるから、カップリング液内に気
泡が発生すると、これを容易に発見できる。そして、気
泡が発生していないことを確認した後に、ウィンドウに
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紫外線を照射して不透明化する。不透明となれば、超音
波診断時において、患者に不安感を与えることがない。
【００１８】図１は本発明の実施の形態１における超音
波探触子の概略構成図である。説明の為、ウィンドウ１
０２の断面を一部カットしている。
【００１９】超音波探触子１００はトランスデューサ１
０１を駆動部１０４によって回転させ駆動部１０４の回
転角度をエンコーダ（図示せず）によって検出する機械
走査型超音波探触子である。
【００２０】トランスデューサ１０１は駆動部１０４に
固着されている。駆動部１０４は、保持部１１４に回動
可能に保持されている。超音波探触子１００の全体は、
ウィンドウ１０２を除いて、筐体１１３に被われてい
る。トランスデューサ１０１は圧電素子で構成されてお
り、電気信号を入力されると、超音波を発生させ、反射
してきた超音波を受信すると電気信号を出力する。駆動
部１０４を１０４０方向に回転させながら、前記動作を
行なうことにより、一断層像分の電気信号を得る。この
電気信号を超音波診断装置で、画像変換を行なうことに
より、超音波断層像を得ることができる。
【００２１】駆動部１０４の周囲を覆う形で、ウィンド
ウ１０２が具備されている。また、ウィンドウ１０２の
内部には、超音波の減衰の少ないカップリング液１０３
が充填されている。ウィンドウ１０２は紫外線を照射す
る前には透明であるため、カップリング液１０３を充填
した後、カップリング液１０３内に気泡が発生している
か否かを確認することができる。
【００２２】（実施の形態１の動作）カップリング液１
０３内部に気泡が発生していない事を確認した後、ウィ
ンドウ１０２に紫外線を照射する事により、ウィンドウ
１０２は不透明になるので、ウィンドウ内部が不可視と
なる。
【００２３】（実施の形態２）図２は、請求項２に記載
のウィンドウの断面図である。ウィンドウ１０２は、透
明樹脂１０２Ａと不透明樹脂１０２Ｂとによって構成さ
れ、透明部１０２Ａには、液晶１０６と偏光板１０７が
設けられ、液晶１０６には、透明電極１０８、１０９が
接続されている。
【００２４】そこで、超音波探触子の生産時には、液晶
１０６に電圧を印加して液晶を透明としてウィンドウ１
０２内部を可視状態にし、カップリング液中に発生した
気泡を容易に発見できるように構成している。また、超
音波診断時には、液晶に電圧を印加せずに液晶部分を不
透明として、ウィンドウ内部が見えない状態にして患者
の不安感を除く。
【００２５】（実施の形態２の動作）透明電極１０８、
１０９に電圧を印加すると、液晶構造が変化し、液晶部
を透過する光の偏光方向が変化する。液晶上面に設けら
れた偏光板１０７を透過する光の偏光方向と、液晶部を
透過する光の偏光方向が並行となる様に偏光板１０７を
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設けることにより、透明電極１０８、１０９に電圧を印
加することで、ウィンドウ内部を可視化することがで
き、一方、前記電極に電圧を印加しない場合には、液晶
での光の偏光方向と、偏光板での偏光方向が一致しない
ため、ウィンドウ内部は不可視となる。
【００２６】以上のように本発明の実施の形態によれ
ば、ウィンドウに設置された液晶に電圧を印加すること
により、ウィンドウ内部の可視・不可視を制御すること
が可能となる。
【００２７】（実施の形態３）図３は請求項３に記載の
ウィンドウの断面図である。ウィンドウ１０２の内部に
相変化物質の薄膜１１０が設けられている。
【００２８】ウィンドウ１０２内に相変化物質からなる
薄膜１１０を配する。薄膜にはズズ、セレン、テルル等
を含むの化合物からなる相変化物質が含まれており、薄
膜は結晶相と非晶相との間を相変化する。そこで、相変
化物質を加熱後急冷すれば非晶質となって透明となり、
ウィンドウ内部が可視状態となる。また、相変化物質を
加熱後徐冷すれば結晶質となり、結晶の持つ光散乱作
用、光反射作用及び光吸収作用により薄膜は不透明にな
る。
【００２９】（実施の形態３の動作）相変化物質の薄膜
１１０をレーザー等により加熱したのち、一方、急速に
冷却することにより、相変化物質は非晶質となって透明
化し、ウィンドウ内部を可視状態に為し得る。他方、前
記薄膜１１０を徐冷した場合は、前記薄膜１１０は結晶
質となるため、不透明となり、ウィンドウ内部は不可視
となる。この様に簡単な冷却操作で、相変化物質を結晶
相にも非晶相にも選択できるので、容易にウィンドウの
可視・不可視の制御が可能となる。
【００３０】（実施の形態４）図４は請求項４に記載の
ウィンドウの断面図であり、図５は超音波探触子の概略
構成図である。ウィンドウ１０２の内面には、反射率４
０～６０％の反射材が塗布され、いわゆるハーフミラー
１１１を形成している。更にウィンドウ部には、光源１
１２が具備されている。光源１１２とハーフミラー１１
１の機能によりウィンドウ内部が観察でき、カップリン
グ液の気泡の存否を目視等により確認できる。
【００３１】（実施の形態４の動作）一方、光源１１２
が消灯している時は、ウィンドウ内部がウィンドウ外部
に比較して暗いため、ウィンドウ外部からの光がウィン
ドウ内面に形成されたハーフミラー１１１によって反射
され、ウィンドウ内部が不可視となる。他方、光源１１
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２が点灯している時は、ウィンドウ内部の光がウィンド
ウ内面に形成されたハーフミラー１１１を透過するた
め、ウィンドウ部内部が可視となる。
【００３２】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、ウ
ィンドウ部の可視・不可視を、種々な手段を選択するこ
とにより、また可視・不可視をそれぞれ制御することが
可能となるので、カップリング液充填時に混入した気泡
を早期（例えば生産直後の製品検査の時）に発見するこ
とが可能となり、診断精度の高い超音波探触子を得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１における超音波探触子１
００の概略構成図
【図２】本発明の実施の形態２におけるウィンドウ１０
２の断面図
【図３】本発明の実施の形態３におけるウィンドウ１０
２の断面図
【図４】本発明の実施の形態４におけるウィンドウ１０
２の断面図
【図５】本発明の実施の形態４における超音波探触子１
００の概略構成図
【図６】従来技術特許２８０７４０２号の超音波振動子
の構造図
【符号の説明】
１００  超音波探触子
１０１  トランスデューサ
１０２  ウィンドウ
１０２Ａ  ウィンドウの透明部
１０２Ｂ  ウィンドウの不透明部
１０３  カップリング液
１０４  駆動部
１０６  液晶
１０７  偏光板
１０８  透明電極
１０９  透明電極
１１０  相変化物質の薄膜
１１１  ハーフミラー
１１２  光源
１１３  筐体
１１４  保持部
１０４０  駆動部回転方向
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